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はじめに 

 
「通級による指導」とは、通常の学級に在籍する障害のある児童生徒が、各

教科等の大部分の授業を通常の学級で受けながら、一部の授業について、障
害に応じた特別の指導を「通級指導教室」といった特別な場で受ける指導形態
です。 

通級による指導において、障害による学習上又は生活上の困難の改善・克服
を目的とした指導を児童生徒の教育的ニーズに応じて行うことにより、自己理
解、自己肯定感が高まることにつながり、通常の学級における授業においてもそ
の指導の効果が大いに期待されます。 

平成５年度に制度化された小・中学校では、通級による指導を受けている児
童生徒は年々増加しており（全国：平成５年１２，２５９人→平成２７年９０，１０５
人）、通級による指導に対するニーズや期待の高まりを表しているものと考えら
れます。  

このような状況を踏まえ、平成２８年１２月に学校教育法施行規則及び文部
科学省告示が改正され、平成３０年度から高等学校において通級による指導
（障害による特別の指導）が実施できるようになりました。 

兵庫県においても、平成３０年度から高等学校における通級による指導を導
入するとともに、「高等学校における通級による指導実践研究事業」を実施し、
学校の特色と生徒の教育的ニーズに応じた特別の教育課程の編成や指導方
法の工夫・改善にについて研究を進めてきました。 

このたび、３年間の研究の成果を実践事例集としてまとめました。各事例では、
「通級による指導」の取組の流れ（Ⅰ対象生徒の決定まで、Ⅱ「個別の指導計
画」の作成及び指導の評価について、Ⅲ指導体制・研修等について） や、特別
支援学校から高等学校への効果的な支援等を取りまとめました。本事例集を活
用していただくことで、高等学校における通級による指導についての理解啓発
が図られることはもとより、高等学校における特別支援教育の一層の充実が図
られることを期待します。 

最後になりましたが、本事例集を発行するにあたりご尽力いただきました高等
学校における通級による指導実践研究校の皆様、指導実践事例の作成にご協
力くださった皆様に深く感謝申し上げます。 
 
令和３年３月 

兵庫県教育委員会 
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＜令和２年度 拠点校・巡回校・協力校＞ 

 

 

No 拠点校 課程・学科 協力校 

１ 西宮香風高等学校 多部制・単位制・普通科 芦屋特別支援学校 

２ 宝塚西高等学校 全日制・普通科 こやの里特別支援学校 

３ 阪神昆陽高等学校 多部制・単位制・普通科 阪神昆陽特別支援学校 

４ 氷上西高等学校 全日制・普通科 氷上特別支援学校 

５ 篠山産業高等学校 全日制・職業学科 高等特別支援学校 

６ 西脇北高等学校 多部制・単位制・普通科 北はりま特別支援学校 

７ 伊和高等学校 全日制・普通科 西はりま特別支援学校 
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11 太子高等学校 全日制・総合学科 播磨特別支援学校 

12 淡路高等学校 全日制・総合学科 あわじ特別支援学校 

13 湊川高等学校 定時制・普通科 神戸特別支援学校 

14 播磨南高等学校 全日制・普通科 東はりま特別支援学校 

 

 

 

 

巡回校 課程・学科 拠点校 

西宮甲山高等学校 全日制・普通科 西宮香風高等学校 
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１ 兵庫県立高等学校における通級による指導 

 

(1) 実施の経緯 

兵庫県では、県立西宮香風高等学校が平成 26～29 年度文部科学省委託事業「高等学校

における個々の能力・才能を伸ばす特別支援教育研究開発」の指定を受けて、高等学校

に在籍する発達障害等により特別な教育的支援の必要な生徒に対する、充実した支援と

「自立活動を取り入れた特別の教育課程」の編成に関する研究、「ユニバーサルデザイン

の考え方を活かした学習内容、指導方法等」の研究を行い、高等学校における特別支援

教育を推進し、全県にも発信されてきました。 

背景には、中学校で通級による指導を受ける生徒数が年々増加（全国：平成５年 296 人

→平成 27 年 9,337 人 文部科学省調査、兵庫県：平成６年１人→平成 27 年 517 兵庫

県調査）するとともに、通級による指導の対象者に限らず、発達障害のある生徒が高等

学校に約２％在籍しているという報告もあります。（H21.３月文部科学省調査） 

そこで、県では平成 28～29 年度文部科学省委託事業により個別の教育支援計画等を作

成していない生徒についても中高連携シートを作成するなど、中学校から高等学校への

組織的効果的合理的な引継ぎの在り方について研究を進め、ガイドラインを作成し、全

県に周知してきたところです。 

そのような中、平成 30 年度、学校教育法施行規則の改正により、高等学校においても

障害に応じた特別の指導を行うために高等学校における通級による指導が制度化されま

した。本県では、先進校の研究を参考に特別支援学校の協力も得ながら実施校９校から

スタートしました。毎年、学識経験者、関係機関、保護者や学校関係者からなる検討会

議で評価検証を行い、どの学校に進学しても通級による指導を希望すれば、指導を受け

られる体制を整備するとの方針のもと、平成 31 年度には 12 校、令和２年度には 14 校に

拡充するとともに、県立西宮甲山高等学校において、モデル的に巡回による指導も開始

したところです。 

 

(2) 通級による指導とは 

通級による指導とは、通常の学級に在籍する障害のある児童生徒が、ほとんどの授業

を通常の学級で受けながら、一部（年間７単位を超えない範囲）、障害に応じた特別の指

導（＝自立活動）を「通級指導教室」といった特別な場で受ける指導形態のことです。 

具体的には、言語障害者、自閉症者、情緒障害者、弱視者、難聴者、学習障害者、注意

欠陥多動性障害者又はその他障害のある生徒が、障害に応じた特別の指導を通常の教育

課程に加え、又はその一部に替えて行うものであり、対象生徒については、特別の教育

課程を編成する必要があります。 

 

(3) 実施形態 

兵庫県では、生徒が在学する学校（在学校）において、そこに勤務する通級指導担当

教員から指導を受ける「自校通級」と、通級指導担当教員が勤務する学校（拠点校）か

ら該当する生徒が在学する学校（在学校）に赴き、場合によっては複数の学校を巡回し

て指導を行う「巡回指導」を行っています。 

いずれにしても、通級指導教室での指導の効果が日常的な生活や学習、進路や生き方

にも好影響をもたらすよう、通級指導担当教員と学級担任や教科担任との連携が重要と

なります。内支援体制の整備や学校全体としての情報共有が求められます。 
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(4) 教育課程上の位置付け 

教育課程に「加える」「替える」のいずれかでの指導が基本となります。 

「加える」とは、生徒全員に適用されるものとして配当された教科・科目等以外に、

一部の生徒について通級による指導を実施する（このため、全体の修得単位数は通級に

よる指導を受けない生徒に比べて増加する）ことです。 

「替える」とは、生徒全員に適用されるものとして配当された教科・科目の一部を通

級による指導の対象となる生徒については実施せず、その時間帯で通級による指導を実

施する（このため、全体の修得単位数は通級による指導を受けない生徒と比べて変わら

ない）ことになります。 

「替える」場合は、高等学校における教育の共通性の確保の観点から、必履修教科・

科目等とは代替できないことに留意が必要です。 

 

(5) 障害に応じた特別の指導 ＝ 自立活動 

障害に応じた特別の指導とは、障害による学習上又は生活上の困難を改善し、又は克

服することを目的とする指導であり、特別支援学校学習指導要領の「自立活動」に相当

します。それは、児童生徒等が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主

体的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調

和的発達の基盤を培うことをねらいとした指導領域です。高等学校における通級による

指導では、このねらいのもと本人の教育的ニーズに応じた指導目標や内容を設定します。 

内容としては、人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素で構成されて

おり、特別支援学校学習指導要領において、それらの代表的な要素である 27 項目は６区

分に分類されています。（p.６ 参考３）各教科・科目のように、そのすべてを取り扱う

のではなく、個々の生徒の実態把握に基づき必要とする項目を選定し、それらを相互に

関連付けて指導内容を設定することとされています。 

 

(6) 通級による指導の効果と課題 

３年間の取組から、以下の効果や課題が報告されています。 

対象生徒の効果 

・障害による学習上や生活上のつまずき（困難）に着目したよりきめ細かい指導・ 

支援が可能となることにより、その改善・克服につながったこと 

・自立や社会参加を図るために必要な能力の育成、通常の授業における授業の理 

解促進や、生活指導上の課題の解決につながったこと 

・生徒本人の学習意欲や自己肯定感の向上につながったこと 

教員や保護者の効果 

・学校全体で通級による指導等、特別支援教育に取り組む体制が整備されたこと 

（p.５ 参考１～２） 

・教職員・保護者等の理解が深まりつつあること 

・関係機関とのネットワークが構築できつつあること 

  課題 

・本人・保護者、教職員への通級による指導に関する一層の理解啓発 

   ・小・中・高等学校通級指導担当教員のネットワークの強化と指導力・専門性の

向上 
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参考１：通級による指導の開始の流れ 

 以下のプロセスで、生徒・保護者と合意形成を図ながら進めています。 

 
                   ※指導目標や内容の定期的な評価改善を図ることが重要です。 

 

 

参考２：巡回による指導までの流れ 

 以下のプロセスで、在学校からの申し出に応じて、拠点校、在学校、特別支援教育課で調整

して進めます。 
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参考３：自立活動の内容（６区分 27 項目）＞ 

 特別支援学校学習指導要領自立活動 

区分 項目 

１ 健康の保持 

①生活のリズムや生活習慣の形成に関すること 
②病気の状態の理解と生活管理に関すること 
③身体各部の状態の理解と養護に関すること 
④障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること 
⑤健康状態の維持・改善に関すること 

２ 心理的な安定 

①情緒の安定に関すること 
②状況の理解と変化への対応に関すること 
③障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に

関すること 

３ 人間関係の形成 

①他者とのかかわりの基礎に関すること 
②他者の意図や感情の理解に関すること 
③自己の理解と行動の調整に関すること 
④集団への参加の基礎に関すること 

４ 環境の把握 

①保有する感覚の活用に関すること 
②感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること 
③感覚の補助及び代行手段の活用に関すること 
④感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に

応じた行動に関すること 
⑤認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること 

５ 身体の動き 

①姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 
②姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること 
③日常生活に必要な基本動作に関すること 
④身体の移動能力に関すること 
⑤作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

６ コミュニケーション 

①コミュニケーションの基礎的能力に関すること 
②言語の受容と表出に関すること 
③言語の形成と活用に関すること 
④コミュニケーション手段の選択と活用に関すること 
⑤状況に応じたコミュニケーションに関すること 

＜自立活動の指導例＞ （特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動より抜粋） 

１ ＬＤのある生徒の場合 

読み書きの練習を繰り返し行っても、期待したほどの成果が得られなかった経験などから、生

活全般において自信を失っている場合がある。そのため自分の思う結果が得られず感情的にな

り、情緒が不安定になることがある。このような場合には、本人が得意なことを生かして課題をや

り遂げるように指導し、成功したことを褒めることで自信をもたせたり、自分のよさに気付くことが

できるようにしたりすることが必要である。 

２ ＡＤＨＤのある生徒の場合 

自分の行動を注意されたときに、反発して興奮を静められなくなることがある。このような場合

には、自分を落ち着かせることができる場所に移動してその興奮を静めることや、いったんその

場を離れて深呼吸するなどの方法があることを教え、それらを実際に行うことができるように指

導することが大切である。また、注意や集中を持続し、安定して学習に取り組むことが難しいこと

がある。そこで、刺激を統制した落ち着いた環境で、必要なことに意識を向ける経験を重ねなが

ら、自分に合った集中の仕方や課題への取り組み方を身に付け、学習に落ち着いて参加する態

度を育てていくことが大切である。 
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 兵庫県立高等学校における 

特別な教育的ニーズへの対応 
～高等学校での特別支援教育を進めています～ 

高等学校における合理的配慮の例 
聴覚過敏の児童生徒等のために教室の机・椅子の脚に緩衝材を付けて雑音を軽減すること。 
比喩表現等の理解が困難な児童生徒等に対し、比喩や暗喩、二重否定表現などを用いずに説明すること。  
多様なコミュニケーション手段や分かりやすい表現を使って説明をするなどの意思疎通の配慮を行うこと。 
板書やスクリーン等がよく見えるように、黒板等に近い席を確保すること。 
入学試験や検定試験において、公平性を担保する範囲内で、本人・保護者の希望、 
障害の状況等を踏まえ、例えば別室での受験、試験時間の延長、点字や拡大文字、 
音声読み上げ機能の使用等を許可すること。 

        （「県立学校における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領」一部抜粋） 

兵庫県マスコットはばタン 

 

すべての生徒の 
ために 

 特別な教育的 
ニーズのある 
生徒のために 

障害に応じた
特別の指導が 
必要な生徒の 

ために 

ユニバーサルな授業例 
話を聞くだけより、黒板が
あるとよりわかりやすい。 

高等学校における特別支援教育 

＜参考＞ 「学校で『合理的配慮』の提供が義務となります」（平成28年3月） 
     http://www.hyogo-c.ed.jp/~sho-bo/kounaikenshuu/gouritekihairyo.pdf 

すべての生徒にとってわかりやすいように指導方法等を工夫
した授業を行うことにより、クラスの中にいる発達障害等のあ
る生徒もみんなと一緒に学びやすくなります 。 

合理的配慮とは、障害のある
者が、他の者と平等に教育を受
ける権利を享有・行使すること
を確保するために、学校の設置
者及び学校が必要かつ適当な
変更・調整を行うことです。 

＜参考＞ 「特別支援教育の視点をいかした授業のﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ化ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ」（平成28年3月） 
     http://www.hyogo-c.ed.jp/~sho-bo/jugyoujunnbi/kyouzai/H2804ud.pdf 

わかりやすいユニバーサルな授業 

合理的配慮の提供 

通級による指導 

平成30年度に制度化されました。 
  （詳しくは次ページ参照） 
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① 学校説明会や入学者説明会、始業式、プリント配布などで説明を受ける 
② 担任の先生や特別支援教育コーディネーター、通級担当の先生に相談する 
※ 「自分を変えるために頑張りたい。」「困っていることを何とかしたい。」という思いや意欲がなければ、 
  通級による指導の効果は上がりません。指導を開始する前にしっかりと話を聞きましょう。 

③ 通級による指導の開始 

通級による指導の流れ 

高等学校で通級による指導を受けるには 

通常の学級に在籍する生徒が、各教科等の大部分の授業を通常の学級で受けながら、一部の
授業について、障害に応じた特別の指導を「通級指導教室」といった特別な場で受ける 
指導形態のことです。 

通級による指導とは 

＜対象となる障害＞ 
・言語障害  ・自閉症  ・情緒障害  ・弱視  ・難聴 
・肢体不自由  ・学習障害  ・注意欠陥多動性障害 
 

  ※高等学校では、発達障害等（下線のあるもの）を対象とした 
    「LD,ADHD等通級指導教室」を開設しています。 

面談や中学校からの引継ぎ情報などを参考に、
本人の状況を確認します。 

どのような合理的配慮が提供できるかや、通級
による指導が必要かをチームで検討します。 

校内委員会で検討した内容について本人・保護
者と合意形成を図ります。 

通級による指導の目標、指導内容等を盛り込ん
だ個別の指導計画を作成します。 

担任や教科の先生等と連携しながら、個別の指
導計画に沿って通級による指導を実施します。 

定期的に指導の成果を検証し、目標や指導内容
を見直します。 

指導が終了し、目標が達成されたと認められる
と、単位が認定されます。 

生徒の実態把握 

校内委員会による検討 

生徒・保護者との合意形成 

個別の指導計画の作成 

通級による指導の実施 

指導の見直し 

指導の終了 
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高等学校における通級による指導の特徴 
１ 教育的ニーズに合わせた指導 

今困っていることについての指導だけでなく、卒業後の生活を見据え、自立と社会参加
のために必要な社会生活に関する支援、進路指導や就職支援なども含まれます。 

２ 特別の教育課程 
学校の教育課程（時間割り）に加えて、またはその一部に替えて、個に応じた指導を個
別、または少人数で授業として受けることができます。 

３ 単位認定 
個別の指導計画に沿って通級による指導を履修し、個別に設定された目標が達成され
ると、年間７単位まで単位が認定されます。 

通級による指導の実際 

～～通級による指導を受けた感想～～ 
 
 
 
 
 

コミュニケーションを学ぶロールプレイ等の授業
は、うまく話ができない自分にとって本当に助
かったし、嬉しかったです。昔より笑いや笑顔も
多くなりました。（卒業生） 

小学校では充実していた支援が中高ではして
もらえないのではないかと不安がありました。 
自分のことを理解し、実践的なスキルを学べる
場があるのは心強いです。（保護者） 

こんな成果が期待されています 
 

社会性、コミュニケーション能力が高まり対人関係がスムーズになる。 
苦手なこと、得意なことに気づき、学校生活や卒業後の社会生活を順調に過ごすためのスキル
が身に付き、学習意欲や自己有用感が高まる。 

 ストレスへの対処能力が高まり、二次的な問題（不登校、退学など）の防止・改善につながる。 

こんな指導が行われています 
 

自立活動の指導内容から個々の生徒の状況に応じて内容を
選定し、個別の指導計画を立て、次のような指導を行います。 

自分の苦手なこと、得意なことを理解し、自分に合っ
た学習や生活の方法を考える。 

 コミュニケーションや対人関係向上のためのスキルを
身につける。 

困難に直面したときに援助要請ができるなど自己解
決能力を高める。 

コミュニケーションの指導例 
 「進学予定の専門学校での出会いを想定したソーシャルスキル・トレーニング」 
  ①専門学校のホームページで４月の行事予定を調べる 

   入学当初の予定を確認し、起こりうる苦手な場面を想定して課題解決法を考える。 

  ②隣に座った同級生に話しかける練習をする 

   自分のことはどこまで話すか、相手の話も聞きながらちょうどいい会話と距離を考える。 

スケジュール管理の指導例 
 「スマホを活用したスケジュール管理」 
  ①集合時間に間に合う行程と起床時刻を調べる 

   集合時間と場所から電車の乗り換え時刻等、移動の 
    行程をスマホで調べる。 

  ②スマホのアラーム機能と活用方法を知る 

   起床、準備、出発などの時刻を設定する。 

おしゃべりは大好
き。でも、「場面
に応じた会話」に
は自信がない。。。 

友だちと出かけ
るのが大好き。で
も、よく待ち合わ
せに遅れてしま
う。。。 

心理的な
安定 

健康の
保持 

人間関係
の形成 

自立活動の
指導内容 

環境の
把握 

ｺﾐｭﾆ 
ｹｰｼｮﾝ 

身体の
動き 
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• 小・中学校における通級による指導を受けている児童生徒
の増加や、インクルーシブ教育システムの構築のため多様
な学びの場における指導を充実するため、高等学校におい
ても制度化されました。 

１ なぜ高等学校で通級
による指導が制度化さ
れたのですか？ 

• 学習上又は生活上の困難のある生徒のうち、保護者が希望す
る者で、校内委員会等において特別の教育課程による教育を
行うことが適当とされる生徒です。 

• 必ずしも障害者手帳や医師の診断を要するものではありませ
ん。本人・保護者のニーズや意向、専門家の意見等を踏まえ、
総合的な見地から通級による指導の必要性を判断することに
なります。 

２ どのような生徒が対
象になりますか？ 

• 現時点では、県立高等学校は通級指導教室を設置している
学校のみで受けることができます。 

• 設置していない学校でも、学校生活において個別に必要と
される合理的配慮の提供を受けることはできます。 

３ すべての高等学校で
通級による指導を受け
られますか？ 

• 担任の先生か、特別支援教育コーディネーターの先生です。
学校に通級指導教室がある場合は通級担当の先生にも相
談できます。 

• 高校入学前には中学校の先生に相談してください。 

４ 合理的配慮や通級によ
る指導を受けたいときに
は誰に相談しますか？ 

• 高等学校の教員です。 

• 自立活動の指導について研修を受けた専門性の高い先生
が、他の教員や外部の専門家の協力や助言を得ながら指
導します。 

５ 通級による指導を担
当するのはどんな先生
ですか？ 

• 教科の内容については教科担当の教員が指導します。 

• 教科で必要な合理的配慮や、テストにおける特別措置等に
ついては校内委員会で検討します。 

６ 数学が苦手です。宿
題やテスト勉強はみて
もらえますか？ 

• 不利になりません。 

• 通級による指導により、進学先や就職先で必要なスキルを
身に付けることや、必要な支援や配慮を依頼する力を付け
ることができます。 

７ 通級による指導を受
けたことで進学や就職
に不利になりますか？ 

【このリーフレットに関する問合せ先】 
兵庫県教育委員会事務局特別支援教育課 

ＴＥＬ：078-362-3774 

高等学校における通級による指導のＱ＆Ａ 

実施校他、詳細は特別支援教育課 
ホームページで確認できます。 
http://www.hyogo-c.ed.jp/~sho-bo/ 兵庫県教育委員会特別支援教育課 

- 172 -



通級による指導Q&A

このリーフレットに関する問合せ先

高等学校の

通級 指導
通級による指導とは！？

通常の学級に在籍する生徒が、各教科等の大部分の授業を通常の学級
で受けながら、一部の授業について、障害に応じた特別の指導（自立活動）
を「通級指導教室」といった特別な場で受ける指導形態のことです。

兵庫県教育委員会

A：中学校で通級による指導を受ける生徒数が
年々増加し、学びの連続性を確保しつつ、教育
的ニーズに即した適切な指導及び必要な支援
を提供する観点から制度化されました。

Q：高等学校で通級による指導が制度化
されたのはなぜですか。

予定の管理や提出期限
を忘れずに守りたい

感情を自分でコント
ロールしたい

周囲との関係づくりを
うまくしたい

休みがちな生徒が、個別指導を受けたことで、日々
の生活を見直して元気に登校できるようになった

周りとの関係づくりが苦手だった生徒が、自己
と他者との理解が深まり、関係が良くなった

暗記の苦手な生徒が、自分に合った学習方法
を見つけたことで、学習意欲が高まった

Ｑ：通級による指導が必要な生徒かどうかの
判断は誰がどのようにして行いますか。

Ａ：当該の生徒について、特別の教育課程を編成
するかどうかの判断であることから、基本的には
校内委員会で検討し校長が決定します。

Ｑ：年間の修得単位数の上限を７単位と
している趣旨はなぜですか。

Ａ：大部分の授業を通常の学級で受け、一部特
別な指導を受けるという趣旨から、総授業時数
に占める時数の割合を一定程度にとどめること
が必要なためです。

Ｑ：同じ時間に同じ場所で異なる障害種別の
２人以上の生徒を指導してもいいですか。

Ａ：コミュニケーションの改善を図るための指導等、
複数の人数で指導を行った方が教育上効果的で
あると認められる場合には、可能です。

Ａ：不利になりません。通級による指導により、
進学先や就職先で必要なスキルを身に付ける
ことや、必要な支援や配慮を依頼する力を付
けることができます。

Ｑ：通級による指導を受けたことで、進学や就職
に不利になりますか。

兵庫県教育委員会事務局特別支援教育課
〒650-8567　神戸市中央区下山手通5-10-1　電話：078-362-3774　　ＦＡＸ：078-362-4286

※実施校に関する情報は特別支援教育課　ホームページで確認できます。 http://www.hyogo-c.ed.jp/~sho-bo/

参考となるガイドブック１
小学校・中学校教職員のための特別支援教育ハンドブック
（県立特別支援教育センターホームページhttps://dmzcms.hyogo-c.ed.jp/tokucen-bo/htdocs/より
ダウンロード可）

参考となるガイドブック２
高等学校教員のための「通級による指導」ガイドブックおさえておきたい８つの課題と課題解決のための
10のポイント
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所　平成30年３月　（独立行政法人国立特別支援教育総
合研究所ホームページhttp://www.nise.go.jp/nc/よりダウンロード可）

このような生徒は
いませんか!?

こんな教員の声が
あります。

ユニバーサルな授業
（本日の予定とめあてを板書）

相手に伝わるように考えを
話したり、文書にしたりしたい
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援段階３つの支

指
導
と
は
？

自
立
活
動
の 自立と社会参加のために必要な人間関係やコミュニケーション

等の生活に関する支援、学習に関する支援及び進路選択や就
労支援等が大きな柱になります（写真左）。大学受験に向けて、
タブレット端末を用いて面接練習を振り返る学習（写真右上）。
自分の得意なこと、苦手なことについて考える学習（写真右下）。

集団の中で、状況に応じた
行動ができるための学習

人間関係の形成
自己の特性理解や行動
や感情を調整する学習

健康の保持 自分に合った集中の
仕方や課題への取組
方を身に付ける学習

心理的な安定

場や状況に応じた話し方
を身に付ける学習

コミュニケーション
手や指先を用いる細か
い動きのコントロール
を身に付ける学習　

身体の動き書かれた文章の理解や文字
を書いて表現するために、本
人が理解しやすい学習方法
を身に付ける学習　　　

環境の把握

ニーズに応じた指導

合理的配慮とは、障害のある
者が、他の者と平等に教育を
受ける権利を行使することを
確保するために、学校の設置
者及び学校が必要かつ適当
な変更・調整を行うことです。
障害のある者に対し、その状
況に応じて、学校教育を受け
る場合に個別に必要とされる
ものです。

特別な教育
ある生徒の

の提供合理的配慮

的ニーズの
ために！

ノイズキャンセリングイヤホンを使って
気になる周囲の音をカット

通級による指導

障害に応じた特別の指
導（自立活動）が

必要な生徒のために！

通級による指導の対象となる生徒
学校教育法施行規則第104条に、特別の教育課程の編成が
できる障害種別が示されています。
・言語障害　・自閉症　・情緒障害　・弱視　・難聴
・肢体不自由　・学習障害　・注意欠陥多動性障害

※高等学校では、発達障害等（下線のある
もの）を対象とした、「LD,ADHD等通級指
導教室」を開設しています。 高等学校

通級による
指導

通常の学級 通級指導教室

個別指導

すべての生徒にわかりやすいように指導方法
等を工夫した授業を行うことにより、クラスの
中にいる発達障害のある生徒もみんなと一緒
に学びやすくなります。

わかりやすいユニバーサ
ルな授業

すべての生徒のために
！

問題と問題の間に線を
引くことで混乱しない

タイマーを使うことで
見通しがもてる
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援段階３つの支

指
導
と
は
？

自
立
活
動
の 自立と社会参加のために必要な人間関係やコミュニケーション

等の生活に関する支援、学習に関する支援及び進路選択や就
労支援等が大きな柱になります（写真左）。大学受験に向けて、
タブレット端末を用いて面接練習を振り返る学習（写真右上）。
自分の得意なこと、苦手なことについて考える学習（写真右下）。

集団の中で、状況に応じた
行動ができるための学習

人間関係の形成
自己の特性理解や行動
や感情を調整する学習

健康の保持 自分に合った集中の
仕方や課題への取組
方を身に付ける学習

心理的な安定

場や状況に応じた話し方
を身に付ける学習

コミュニケーション
手や指先を用いる細か
い動きのコントロール
を身に付ける学習　

身体の動き書かれた文章の理解や文字
を書いて表現するために、本
人が理解しやすい学習方法
を身に付ける学習　　　

環境の把握

ニーズに応じた指導

合理的配慮とは、障害のある
者が、他の者と平等に教育を
受ける権利を行使することを
確保するために、学校の設置
者及び学校が必要かつ適当
な変更・調整を行うことです。
障害のある者に対し、その状
況に応じて、学校教育を受け
る場合に個別に必要とされる
ものです。

特別な教育
ある生徒の

の提供合理的配慮

的ニーズの
ために！

ノイズキャンセリングイヤホンを使って
気になる周囲の音をカット

通級による指導

障害に応じた特別の指
導（自立活動）が

必要な生徒のために！

通級による指導の対象となる生徒
学校教育法施行規則第104条に、特別の教育課程の編成が
できる障害種別が示されています。
・言語障害　・自閉症　・情緒障害　・弱視　・難聴
・肢体不自由　・学習障害　・注意欠陥多動性障害

※高等学校では、発達障害等（下線のある
もの）を対象とした、「LD,ADHD等通級指
導教室」を開設しています。 高等学校

通級による
指導

通常の学級 通級指導教室

個別指導

すべての生徒にわかりやすいように指導方法
等を工夫した授業を行うことにより、クラスの
中にいる発達障害のある生徒もみんなと一緒
に学びやすくなります。

わかりやすいユニバーサ
ルな授業

すべての生徒のために
！

問題と問題の間に線を
引くことで混乱しない

タイマーを使うことで
見通しがもてる
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２つの計画

就職先や進学先への引継ぎ

指導・支援の例

Check/評価

Ｐｌａｎ/計画

Action/改善

Do/実行

①1000文字程度の作文が書けるようになった
②語彙の増加を確認できていない

例１
「漢字の読み書きや作文がもっと上手にできるようになりたい！」
生徒の願い

実態の
把握

①LD（学習障害）の診断があり、特に漢字の読み書きが難しい。
②自分の考えや思いを、文章で表現する力が弱い。

1 生涯にわたる継続的な支援体制を整えるために

高等学校は自立に向けた準備期間を提供することのできる教育機関です。
就労支援においては、関係機関と連携して就職後の定着までフォローできる体制づくりが期待されます。

大学などに進学する生徒については、大学のキャリア支援センター等に個別の教育支援計画等を引き継ぐことで支援の連続性
を確保することも重要です。

個別の教育支援計画
家庭や医療、福祉などの関係機関
と連携し、長期的な視点で一貫した
支援を行うために作成します。

例２
「コミュニケーションがもっと上手にできるようになりたい！」
生徒の願い

本人・保護者の
願いをもとに作る

実態に応じた適切な指導を行うために2
個別の指導計画
生徒の実態に応じて作成されるもので
指導目標をはじめ、指導内容や指導
方法を明確にし、適切できめ細やかな
指導を行うために作成します。

①「5W1H」、時系列等の文章構成を学習
②ひらがなで作文し、タブレットのワープロアプリで変換。タブレットでの漢字学習

担当者
県立但馬農業高等学校

教諭　南 克伸

Check/評価

Ｐｌａｎ/計画

Action/改善

Do/実行

実態の
把握

①LD（学習障害）、ADHD（注意欠如多動性障害）の診断がある。
②思いがうまく伝えられなかったり、相手の話の内容が理解できなかったりする。

担当者
県立西宮香風高等学校

教諭　白井　俊介

語彙の増加について、テスト等で評価する仕組みを作る ①日常的に使える語彙を増やす　②作文を書く能力を高める

①伝えたいことを相手に正しく伝え、わからないことは聞けるようになる
②SSTを重ね、接客の仕方を身に付ける

①教員向け喫茶サービスを企画し、仲間と
コミュニケーションを図る
②SSTで接客の様子を録画し、会話や振る
舞いについて振り返る

他の場面でも同じように他者と関わるためのスキルを
身に付ける必要がある

接客を通して、苦手さを抱きながらも、他者と積極的に
関わろうとする姿勢が生まれた
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２つの計画

就職先や進学先への引継ぎ

指導・支援の例

Check/評価

Ｐｌａｎ/計画

Action/改善

Do/実行

①1000文字程度の作文が書けるようになった
②語彙の増加を確認できていない

例１
「漢字の読み書きや作文がもっと上手にできるようになりたい！」
生徒の願い

実態の
把握

①LD（学習障害）の診断があり、特に漢字の読み書きが難しい。
②自分の考えや思いを、文章で表現する力が弱い。

1 生涯にわたる継続的な支援体制を整えるために

高等学校は自立に向けた準備期間を提供することのできる教育機関です。
就労支援においては、関係機関と連携して就職後の定着までフォローできる体制づくりが期待されます。

大学などに進学する生徒については、大学のキャリア支援センター等に個別の教育支援計画等を引き継ぐことで支援の連続性
を確保することも重要です。

個別の教育支援計画
家庭や医療、福祉などの関係機関
と連携し、長期的な視点で一貫した
支援を行うために作成します。

例２
「コミュニケーションがもっと上手にできるようになりたい！」
生徒の願い

本人・保護者の
願いをもとに作る

実態に応じた適切な指導を行うために2
個別の指導計画
生徒の実態に応じて作成されるもので
指導目標をはじめ、指導内容や指導
方法を明確にし、適切できめ細やかな
指導を行うために作成します。

①「5W1H」、時系列等の文章構成を学習
②ひらがなで作文し、タブレットのワープロアプリで変換。タブレットでの漢字学習

担当者
県立但馬農業高等学校

教諭　南 克伸

Check/評価

Ｐｌａｎ/計画

Action/改善

Do/実行

実態の
把握

①LD（学習障害）、ADHD（注意欠如多動性障害）の診断がある。
②思いがうまく伝えられなかったり、相手の話の内容が理解できなかったりする。

担当者
県立西宮香風高等学校

教諭　白井　俊介

語彙の増加について、テスト等で評価する仕組みを作る ①日常的に使える語彙を増やす　②作文を書く能力を高める

①伝えたいことを相手に正しく伝え、わからないことは聞けるようになる
②SSTを重ね、接客の仕方を身に付ける

①教員向け喫茶サービスを企画し、仲間と
コミュニケーションを図る
②SSTで接客の様子を録画し、会話や振る
舞いについて振り返る

他の場面でも同じように他者と関わるためのスキルを
身に付ける必要がある

接客を通して、苦手さを抱きながらも、他者と積極的に
関わろうとする姿勢が生まれた
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通級による指導をはじめるための手続き

障害があるから通級による指導が必要なの
ではなく、最終的な判断に当たっては、本人
の教育的ニーズが最優先であり、心理的負

担感などへの配慮も重要です。

※自校通級と巡回による指導

実際の支援体制

生徒の実態把握・ガイダンス

校内委員会による検討

生徒・保護者との合意形成

通級による指導の実施

指導の見直し

指導の終了

特別の教育課程編成
個別の教育支援計画作成
個別の指導計画作成

校内委員会① 支援内容や通級による指導が必要となる生徒かどうかを
検討する

特別支援教育
コーディネーター② 校内の特別支援教育を推進、関係機関との窓口となる

通級指導担当教員③ 特別支援教育の知識を有し、障害のある生徒に自立活動
の指導を行う

学級担任④ 通常の学級における課題を通級による指導で共有化する
ために、通級指導担当教員と定期的な情報交換を行う

教科担当⑤ 各教科の授業において、通級指導担当教員と連携し、
必要な支援を行う ⑪ センター的機能を活用して、指導・支援について助言する特別支援学校

⑩ 日々の健康観察等により、生徒の心身の健康課題を発見し
他の教員と連携を図る 養護教諭

⑨ 管理職のリーダーシップの下、学校全体として特別支援
教育の理解を深め、校内支援体制の構築と整備等を進める管理職

⑧ 心理面の専門家として支援を行い、生徒・保護者・教員に
専門的助言を行う 

キャンパス
カウンセラー

⑦ 学校と日常的に情報交換を行い、家庭においても連携して
支援を行う保護者

⑥ 生徒の実態に応じた特別の教育課程の編成や生徒指導、
進路指導を行う

専門部（生徒指導・
進路・教務等）

学校全体で行う

労働

教育
小・中・高等学校
教育委員会
特別支援教育センター
大学等

医療

ハローワーク
障害者就業･生活支援センター
各企業
地域障害者就業センター等

保健･福祉
保健所
地方公共団体の保健福祉担当
こども家庭センター
社会福祉協議会
発達障害者支援センター等

家庭・地域
NPO
親の会
地域の活動グループ等

②特別支援教育
　コーディネーター

⑩養護教諭

⑤教科担当

⑧キャンパスカウンセラー⑦保護者

⑪特別支援学校

通級による指導

③通級担当教員生徒

①校内委員会

連携

引継ぎ情報交換センター的機能
（助言・援助）

相談

通級による指導の対象となる生徒の決定に
おいては、生徒の実態把握に加え、「生徒や
保護者に対するガイダンス（説明・周知）」、
「校内委員会等における検討」が必要です。

拠点校と巡回による指導の開始の検討。

○学校教育法施行規則第83条及び第84条の規定に
かかわらず、特別の教育課程（障害に応じた特別の指
導を教育課程に加え又はその一部に替えること）による
ことができます。

○個別の指導計画に従って通級による指導を履修し、
その成果が個別に設定された目標からみて満足できると
認められることが単位認定の基準となります。

○単位認定にあたっては、設定された指導目標やそれを
含んだ個別の指導計画の質、さらに目標から見て満足
できる成果であるとの評価といった部分の妥当性を担
保する必要があります。

校長のリーダーシップ
のもと、特別支援教育
コーディネーターを中心
として組織・運営します校内委員会

高等学校

通常の学級

通級による指導
特別支援教育
コーディネーター

中学校

高等学校特別支援学校

専門的な助言

⑥専門部（生徒指導・
　進路・教務等） ④学級担任

⑨管理職

通級による指導を支える校内支援体制

関係機関

地域の病院
発達障害等に関する
専門医療機関等

窓口
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通級による指導をはじめるための手続き

障害があるから通級による指導が必要なの
ではなく、最終的な判断に当たっては、本人
の教育的ニーズが最優先であり、心理的負

担感などへの配慮も重要です。

※自校通級と巡回による指導

実際の支援体制

生徒の実態把握・ガイダンス

校内委員会による検討

生徒・保護者との合意形成

通級による指導の実施

指導の見直し

指導の終了

特別の教育課程編成
個別の教育支援計画作成
個別の指導計画作成

校内委員会① 支援内容や通級による指導が必要となる生徒かどうかを
検討する

特別支援教育
コーディネーター② 校内の特別支援教育を推進、関係機関との窓口となる

通級指導担当教員③ 特別支援教育の知識を有し、障害のある生徒に自立活動
の指導を行う

学級担任④ 通常の学級における課題を通級による指導で共有化する
ために、通級指導担当教員と定期的な情報交換を行う

教科担当⑤ 各教科の授業において、通級指導担当教員と連携し、
必要な支援を行う ⑪ センター的機能を活用して、指導・支援について助言する特別支援学校

⑩ 日々の健康観察等により、生徒の心身の健康課題を発見し
他の教員と連携を図る 養護教諭

⑨ 管理職のリーダーシップの下、学校全体として特別支援
教育の理解を深め、校内支援体制の構築と整備等を進める管理職

⑧ 心理面の専門家として支援を行い、生徒・保護者・教員に
専門的助言を行う 

キャンパス
カウンセラー

⑦ 学校と日常的に情報交換を行い、家庭においても連携して
支援を行う保護者

⑥ 生徒の実態に応じた特別の教育課程の編成や生徒指導、
進路指導を行う

専門部（生徒指導・
進路・教務等）

学校全体で行う

労働

教育
小・中・高等学校
教育委員会
特別支援教育センター
大学等

医療

ハローワーク
障害者就業･生活支援センター
各企業
地域障害者就業センター等

保健･福祉
保健所
地方公共団体の保健福祉担当
こども家庭センター
社会福祉協議会
発達障害者支援センター等

家庭・地域
NPO
親の会
地域の活動グループ等

②特別支援教育
　コーディネーター

⑩養護教諭

⑤教科担当

⑧キャンパスカウンセラー⑦保護者

⑪特別支援学校

通級による指導

③通級担当教員生徒

①校内委員会

連携

引継ぎ情報交換センター的機能
（助言・援助）

相談

通級による指導の対象となる生徒の決定に
おいては、生徒の実態把握に加え、「生徒や
保護者に対するガイダンス（説明・周知）」、
「校内委員会等における検討」が必要です。

拠点校と巡回による指導の開始の検討。

○学校教育法施行規則第83条及び第84条の規定に
かかわらず、特別の教育課程（障害に応じた特別の指
導を教育課程に加え又はその一部に替えること）による
ことができます。

○個別の指導計画に従って通級による指導を履修し、
その成果が個別に設定された目標からみて満足できると
認められることが単位認定の基準となります。

○単位認定にあたっては、設定された指導目標やそれを
含んだ個別の指導計画の質、さらに目標から見て満足
できる成果であるとの評価といった部分の妥当性を担
保する必要があります。

校長のリーダーシップ
のもと、特別支援教育
コーディネーターを中心
として組織・運営します校内委員会

高等学校

通常の学級

通級による指導
特別支援教育
コーディネーター

中学校

高等学校特別支援学校

専門的な助言

⑥専門部（生徒指導・
　進路・教務等） ④学級担任

⑨管理職

通級による指導を支える校内支援体制

関係機関

地域の病院
発達障害等に関する
専門医療機関等

窓口
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通級による指導Q&A

このリーフレットに関する問合せ先

高等学校の

通級 指導
通級による指導とは！？

通常の学級に在籍する生徒が、各教科等の大部分の授業を通常の学級
で受けながら、一部の授業について、障害に応じた特別の指導（自立活動）
を「通級指導教室」といった特別な場で受ける指導形態のことです。

兵庫県教育委員会

A：中学校で通級による指導を受ける生徒数が
年々増加し、学びの連続性を確保しつつ、教育
的ニーズに即した適切な指導及び必要な支援
を提供する観点から制度化されました。

Q：高等学校で通級による指導が制度化
されたのはなぜですか。

予定の管理や提出期限
を忘れずに守りたい

感情を自分でコント
ロールしたい

周囲との関係づくりを
うまくしたい

休みがちな生徒が、個別指導を受けたことで、日々
の生活を見直して元気に登校できるようになった

周りとの関係づくりが苦手だった生徒が、自己
と他者との理解が深まり、関係が良くなった

暗記の苦手な生徒が、自分に合った学習方法
を見つけたことで、学習意欲が高まった

Ｑ：通級による指導が必要な生徒かどうかの
判断は誰がどのようにして行いますか。

Ａ：当該の生徒について、特別の教育課程を編成
するかどうかの判断であることから、基本的には
校内委員会で検討し校長が決定します。

Ｑ：年間の修得単位数の上限を７単位と
している趣旨はなぜですか。

Ａ：大部分の授業を通常の学級で受け、一部特
別な指導を受けるという趣旨から、総授業時数
に占める時数の割合を一定程度にとどめること
が必要なためです。

Ｑ：同じ時間に同じ場所で異なる障害種別の
２人以上の生徒を指導してもいいですか。

Ａ：コミュニケーションの改善を図るための指導等、
複数の人数で指導を行った方が教育上効果的で
あると認められる場合には、可能です。

Ａ：不利になりません。通級による指導により、
進学先や就職先で必要なスキルを身に付ける
ことや、必要な支援や配慮を依頼する力を付
けることができます。

Ｑ：通級による指導を受けたことで、進学や就職
に不利になりますか。

兵庫県教育委員会事務局特別支援教育課
〒650-8567　神戸市中央区下山手通5-10-1　電話：078-362-3774　　ＦＡＸ：078-362-4286

※実施校に関する情報は特別支援教育課　ホームページで確認できます。 http://www.hyogo-c.ed.jp/~sho-bo/

参考となるガイドブック１
小学校・中学校教職員のための特別支援教育ハンドブック
（県立特別支援教育センターホームページhttps://dmzcms.hyogo-c.ed.jp/tokucen-bo/htdocs/より
ダウンロード可）

参考となるガイドブック２
高等学校教員のための「通級による指導」ガイドブックおさえておきたい８つの課題と課題解決のための
10のポイント
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所　平成30年３月　（独立行政法人国立特別支援教育総
合研究所ホームページhttp://www.nise.go.jp/nc/よりダウンロード可）

このような生徒は
いませんか!?

こんな教員の声が
あります。

ユニバーサルな授業
（本日の予定とめあてを板書）

相手に伝わるように考えを
話したり、文書にしたりしたい
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通級指導実践事例集 
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